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東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社

建
設
産
業
図
書
館

江
口
知
秀

土
木
事
業
の
宿
命

高
梁
川
東
西
用
水
工
事
竣
工
記
念
碑

く
ま
で
も
治
水
に
あ
り
、
酒
津
樋
門
は
附
帯
事
業
の
一
構
造

物
に
過
ぎ
な
い
。
竣
工
後
、
高
梁
川
流
域
で
は
大
規
模
な
洪

水
は
起
き
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
世
の
私
た
ち
は

特
別
意
識
す
る
こ
と
も
、
過
去
の
事
業
を
顧
み
る
こ
と
も
な

い
。
人
の
目
は
美
し
い
枝
葉
と
樹
木
に
向
き
が
ち
で
、
森
の

全
容
と
効
用
を
把
握
し
、
理
解
す
る
に
は
な
か
な
か
至
ら
な

い
の
だ
。
酒
津
樋
門
と
高
梁
川
改
修
工
事
は
、
こ
う
し
た
土

木
事
業
の
宿
命
を
よ
く
表
し
て
い
た
。

〝
古こ

地ち

〞
と
い
う
場
所
で
、丘
陵
に
阻
ま
れ
て
東
と
西
の
二
川

に
分
流
し
て
い
た
が
、
明
治
時
代
の
改
修
は
〝
一
川
主
義
〞

を
至
上
と
し
た
の
で
、
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、〝
古
地
〞
の
分
流
地
点
か
ら
東
側
の
河
道
を

採
用
し
て
丘
陵
を
や
り
す
ご
し
、
酒
津
で
新
水
路
を
開
削
し

て
再
び
流
れ
を
西
側
の
河
道
に
戻
し
て
拡
幅
整
備
す
る
と
と

も
に
、
川
岸
を
延
長
二
〇
㌔
以
上
に
及
ぶ
堤
防
で
固
め
た
。

こ
う
し
て
酒
津
よ
り
下
流
の
東
側
河
道
は
廃
川
と
な
り
、
跡

地
を
利
用
し
て
水
島
臨
海
工
業
地
帯
が
形
成
さ
れ
た
。

　

こ
れ
が
高
梁
川
改
修
工
事
の
概
要
だ
が
、
も
う
一
つ
複
雑

な
利
水
問
題
も
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
改
修
前

の
高
梁
川
下
流
に
は
一
二
の
農
業
用
水
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

が
異
な
っ
た
取
水
口
を
設
け
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
を
酒
津
で

一
つ
に
合
わ
せ
て
一
括
配
水
を
行
う
方
針
が
取
ら
れ
た
。
取

水
堰
は
酒
津
地
先
に
建
設
さ
れ
、
東
側
の
河
道
の
締
め
切
り

と
酒
津
配
水
池
へ
水
を
送
り
込
む
役
割
を
担
っ
た
。
酒
津
配

水
池
に
は
南
側
一
五
連
ゲ
ー
ト
、
北
側
六
連
ゲ
ー
ト
の
配
水

樋
門
が
設
け
ら
れ
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
に
一
連
の

工
事
が
完
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
用
水
路
へ
水
が
供
給
さ
れ
た
。

　

現
在
の
酒
津
配
水
池
は
、
花
見
や
水
遊
び
の
場
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
。
特
に
国
内
最
大
級
の
南
樋
門
は
造
形
も
美

し
く
、
高
梁
川
改
修
工
事
を
象
徴
す
る
存
在
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
改
修
工
事
の
目
的
は
利
水
で
は
な
く
、
あ

そ
こ
に
は
高た

か

梁は
し

川が
わ

改
修
工
事
の
附
帯
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ

た
国
内
最
大
級
の
農
業
用
配
水
樋
門
「
酒
津
樋
門
」
が
あ
る

か
ら
だ
。

　

そ
も
そ
も
高
梁
川
の
流
域
一
帯
は
、
流
下
土
砂
と
干
拓
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
氾
濫
原
だ
っ
た
。『
備
中
誌
』
を
見
る
と

「
此
地
は
も
と
海
中
に
て
、
今
の
妙
見
山
な
ど
も
一
つ
の
小

島
で
、
山
添
い
に
漁
民
や
船
人
が
住
ん
で
い
て
…
」
と
あ
り
、

こ
の
妙
見
山
と
は
今
で
は
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
倉
敷
美

観
地
区
の
鎮
守
の
丘
だ
と
い
え
ば
、
当
時
の
事
情
が
察
せ
ら

れ
る
。

　

千
人
塚
の
犠
牲
者
を
だ
し
た
明
治
十
七
（
一
八
八
四
）
年

の
台
風
の
後
、
高
梁
川
流
域
の
住
民
か
ら
高
梁
川
改
修
工
事

の
陳
情
請
願
が
巻
き
起
こ
っ
た
。
こ
の
最
中
、
折
あ
し
く
明

治
二
十
五
年
と
二
十
六
年
に
連
続
し
た
水
害
が
一
帯
を
襲
い
、

特
に
後
者
は
犠
牲
者
四
二
三
人
、
家
屋
全
半
壊

一
二
、九
二
〇
戸
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
行

政
が
後
手
後
手
に
回
る
の
は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
よ
う

で
、
事
が
起
こ
ら
な
け
れ
ば
腰
は
あ
が
ら
な
い
。
幸
か
不
幸

か
、
こ
れ
ら
の
連
年
水
害
に
よ
っ
て
、
高
梁
川
の
改
修
計
画

は
動
き
だ
し
、
明
治
四
十
年
に
着
工
を
迎
え
た
。

　

当
時
の
高
梁
川
は
、
酒
津
樋
門
の
少
し
上
流
に
あ
た
る

人
塚
を
訪
れ
た
翌
早
朝
、
Ｊ
Ｒ
倉
敷
駅
の
北
西
約
二

㌔
に
あ
る
酒さ

か

津づ

公
園
に
向
か
っ
て
歩
き
は
じ
め
た
。
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